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花木および庭木の苗木から検出された線虫

三枝敏郎＊・相原孝雄
　　　横浜植物防疫所業務部害虫課

A　List　of　Nematodes　De七ected　from　Nursery　Stocks，Toshiro　SAIGusA＊＊an（1Takao　AIHARA

（Entomology　an（l　Nematology　Division，Yokohama　Plant　Protection　Station）Res. Bull.
Pl. Port. Japan 15：　51－54　（1978），

　花木および庭木苗木に寄生する線虫については従来ほ

とんど調査例がないことと，近年，苗木の輪出量が増加

傾向にあることから，輪出に供きれる苗木の線虫調査を

年間の各季節毎に行い，重要な線虫の有無を知ろうとし

た。

　本調査に際しては，東京都農試　堀江典昭技師および

埼玉県川口市　柴道昭氏に多大なる御協力をいただいた

ことを感謝する。

　線虫の検出は，毎回，各苗木の根10gおよび根辺土

壌40gを供して，木綿布1重・24時間のベールマン法

によっだo

HovEN，キンシバイのP．vulnus ALLENetJENsEN，
カラタネオガタマのR　sp．が特に多く数えられた。

　Meloidogyme属は2種以上検出きれ，キンシバイ，

サザンカのM.．sp。（本邦未記録・種名調査中）が特に

多く，ウツギ，ドウダンツツジでは M.aremaria

（NEAL）CHITwOoDが多かった。

　ツバキでは, Helicotylenchus sp.が特に多く検出され

た。

　Xiphinema属は4種検出きれ，ウツギのX.americanum

COBBとフジのX．sp．1（種名調査中）は多か

った。

1．花木苗　木
埼玉県川口市の1苗ほで21種類を選び，6，8，10およ

び12月の計4回，根および根辺土壌を採取した。

　検出された線虫は第1表のとおりで，P7碗yl6解h郷属

の線虫が，検出された樹種および1回当りの検出数共に

多く，MεZo耐og卿ε属がこれに次いでいた。両者共に8

月と12月の検出数が多かった。しかしながら，前者は

8月寄りに，後者は12月寄りに最大値が認められた。

  Pratylenchus属は3種以上検出きれ，セイヨウヒイラ

ギのP．coffeae (ZIMMERMANN）FILIPJEv　et　SCHUU－

RMANsSTEKHOvEN，ウラジロウツギ，ロウバイのP．
　penetrans(CoBB）FILIPJEv　et　SchUURMANs　STEK一

2．庭木苗木
東京都町田市の1苗ほで7種類を選び，6，7，8および

9月の計4回，根および根辺土壌を採取した。

　検出された線虫は第2表のとおりで，イ・ハカエデの

Melnidogyne arenaria，ニシキギのHelicotylenchus

sp．およびミヤマピャクシンのPratylenchus coffeaeは

特に多く検出きれた。また，ニシキギではXiphinema

baheri　WILLIAMSが多く検出された。

　なお，以上の調査結果で，Pratylenchus属とMeloi-

dogyne属の種類別については，数頭ないし10頭を供試

したものからの種名であるので，2種以上のものが寄生

していた場合には見逃したものもあるのではないかと考

える。

＊現在，横浜植物防疫所業務部国内課
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第2表　庭木苗木から検出された線虫＊（東京都町田市・1976年）

 Acer palmatum THUNB。

イロハカエデ

Cedrus deodora LOUD
ヒマラヤスギ

Elaegnus multiflora

THUNB。ナツグミ

Euonymus alata SIEB
ニシキギ

Juniperus chinensis L.

var. sargenti Henry
ミヤマビャクシン

Torreya nucifera SIEB.et. 
Zucc．カヤ

Zelkova serrata Makino

ケヤキ

　＊何れも根10g，土40g当りの最高検出数。（
　　　　　　　　検出数：一（0），＋（1～10）
＊＊他種混在もあり得る

＊＊＊　1種または数種

）内はその調査時（月）。

十（11～100），惜（101～）


